
Ａ. 研究目的

スモン患者の高齢化により､ アルツハイマー病など

の認知症疾患の増加が予想される｡ 過去当科では､ 数

回にわたりスモン患者に対してさまざまな認知機能評

価を行った｡ 一昨年はWisconsin Card Sorting Test 1)､

昨年は Mini-Mental State Examinaton (MMSE) と

レーブン色彩マトリックス検査を行った2)｡ その結果､

一部の患者で非言語性認知機能低下が示唆された1)2)｡

現在スモン患者の高齢化に加え､ 新型コロナウイルス

感染症の影響で､ 来院による評価が難しい状況となっ

ている｡ DACS-21 は ｢認知機能｣ と ｢生活機能｣ の

障害を簡易に評価するスコアで､ HDS-R や MMSEと

もよく相関し､ 必ずしも患者本人の対面診察を要しな

い｡ 今回 DASC-21 を用いて､ スモン患者の認知機能

評価を行った｡

Ｂ. 研究方法

今年度のスモン患者に対し､ DASC-21 の用紙 (表 1)

をお送りし､ 主に介護者に対して質問に回答いただい

た｡ 適切な介護者がいない場合は､ 本人の自己評価を

確認したうえで､ 主治医が対面あるいは電話での問診
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研究要旨

スモン患者女性 5名に対し､ 地域在住高齢者を対象とする地域包括ケアシステムにおける

認知症アセスメント (DASC-21) を用いた認知機能､ 生活機能の評価を行った｡ 合計点から

は､ 5 名中 3 名が認知症の疑いありと判断された｡ そのうち 1 名は､ 昨年までの認知機能評

価と比べ DASC-21 のスコアが不良であり､ スコアの内訳からは比較的高度の生活能力が求

められる項目での能力低下がスコアに反映していた｡ 本検査は､ 一般の認知機能検査では検

出困難な生活機能障害をも把握し､ 生活支援に直結しうる評価方法と思われた｡ 必ずしも対

面での診察を必要とせず､ 様々な要因で対面診察が困難なスモン患者への調査としても有用

と考えられた｡

表 1 地域包括ケアシステムにおける認知症アセスメントシート

(文献 3より引用)



を加えて回答を決定した｡ 以前のスモン検診での認知

機能検査を受けた患者については､ 過去の結果とも比

較し､ DASC-21 の有用性についても検証した｡

Ｃ. 研究結果

66 歳､ 72 歳､ 77 歳､ 80 歳､ 83 歳 (すべて女性) の

患者 5名から回答を得た｡ 合計点はそれぞれ､ 22､ 36､

32､ 28､ 48 点であった (表 2)｡ 合計 31 点以上を認知

症の疑いありと判断した場合､ 71 歳､ 77 歳､ 83 歳の

3 名が該当した｡ 66 歳､ 72 歳､ 77 歳､ 80 歳の 4 名は

昨年も認知機能検査を受けており､ 過去のデータを比

較すると､ 77 歳症例は昨年の MMSE 等のデータに比

べ､ DASC-21 のスコアが不良であった (表 3)｡ この

77 歳症例の DASC-21 スコアの内訳では､ 問題解決能

力や IADLといった､ 比較的高度な能力を求められる

項目についての軽度能力低下がスコアに反映していた

(表 2)｡

Ｄ. 考察

粟田らは､ 地域のなかで認知症支援に携わる専門職

が家族からの情報の有無にかかわらず､ 本人の日常生

活の様子から認知機能障害と生活障害を系統的かつ簡

便に把握し､ 認知症を検出し､ 認知症の重症度を評定

し情報共有できるアセスメントツールの開発を目指し

て､ 4 件法 21 項目の観察式尺度である地域包括ケア

システムにおける認知症アセスメントシート (The

Dementia Assessment Sheet for Cornrnunity-based

lntegrated Care System-21 items；DASC-21) を作成

した (表 1)3)｡ 山口らは DASC-21 と認知機能との関

連について検証したところ､ MMSE､ 長谷川式簡易

知能評価スケール､ いずれのテストともよく関連する

ことが示された4)｡ また､ DASC-21 と認知症の弁別に

ついて検証するため､ 認知症､ 精神疾患､ MCI､ 健常

者の中で DASC-21 のスコアが 31 点以上の割合を調べ

たところ､ 認知症では 92％が該当したのに対し､ 健

常者では 0 であり､ 良好に弁別ができると考えられ

た4)｡

今回我々は､ 5 名のスモン患者に対し､ DASC-21 の

評価を行った｡ そのうち 4名は昨年も認知機能評価を

行っていたが､ うち 3名は､ 昨年のスコアから判断し

ても妥当と判断される範囲内のスコアと考えられた｡

しかしながら 77 歳症例については､ 昨年の MMSE等

のデータに比べ DASC-21 のスコアが不良であった｡

その原因として､ この症例が昨年から認知機能が進行

している可能性も否定できないが､ この 77 歳症例の

DASC-21 スコアの内訳では､ 問題解決能力や IADL

といった､ 比較的高度な能力を求められる項目につい

ての能力低下がスコアに反映していた｡ したがって､

DASC-21 が､ MMSE では捉えられない機能障害を反

映している可能性も強く考えられた｡

現在スモン患者の高齢化に加え､ 新型コロナウイル

ス感染症の影響で､ 来院による評価が必ずしも容易で

はない状況となっている｡ しかしながら DASC-21 は､

患者､ 検者双方とも少ない負担で認知機能､ 生活機能

の評価を行うことができ､ かつ生活支援に有用な情報

を得ることがでると考えられた｡
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表 2 DASC-21 評価結果

表 3 2014 年､ 2019 年検査結果との比較



Ｅ. 結論

DACS-21 は患者の来院が困難､ あるいは現在のよ

うな感染流行期など患者の来院を制限したい場合への

認知症評価にも使用可能である｡ 今回一部の患者にお

いて､ 一般の認知機能検査に比して DACS-21 スコア

が不良である結果となり､ 一般認知機能検査では検出

しにくい生活機能障害が反映された可能性が考えられ

た｡ より生活支援に直結する評価方法であるともいえ､

スモン患者への調査としても有用と思われた｡
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